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北山太樹:日本産海藻類エキシカータ

一国立科学博物館の場合一

国立科学博物館植物研究部の大型藻類楳本室は，「日本産海藻

類エキシカータ(AlgaeMarinae Japonjcae Exsic四 tae)Jを発行

している(図 1)。エキシカータは，ハーバリウム (herba.rium，植

物標本室)の藻類コレクションを充実させるのに大きな威力を発揮

するもので，それを発刊することはハーバリウムが行う重要な業務の

ひとつに位置づけられているので紹介したい。

「エキシカータ」は，公式には「乾燥楳本集JI植物標本集」な

どと訳される専門用語ネlだが，今日ハーバリウムで従事する者は「交

換標本」と同じ意味でー使っていることが多い。エキシカータは，文

献では得られない4情報をもっ実物の標本をまとまった単位で、入手す

ることを目的に始められたもので，それゆえ標本の管理ができるハー

ノてリウム聞で「交換」の形をとって行白われてきた。しかし，対等な

桜本数で交換が成立することは少ないため，古くから統けている老

舗のノ、ーバリウムでは，互いに交換した標本点数を差し引きした残

高 (ba1ance)を長年にわたって記録しているところが多い。

海藻類もやはりエキシカータは欧米が中心であるが，我が国でも，

|日し当ところでは岡村金太郎が 1899"'-'1903年に頒布した「日本海

藻楳品 (AlgaeJaponicae Exsiccatae)Jが，近年では 1996年の

神戸大学内海域機能教育研究センターの「瀬戸内海海産藻類標本

集 (TheMariJle Bentruc Algae of the Seto Inland Sea， Japan)J 

が発刊されている(榎本 ・川井 1997)。当館でも 1986"'-'1993年

に田中次郎(現東京海洋大学)によって「海産汽水産大型藻類標

本集 (A1gaeMarinae et Salsugineae Exsiccatae)Jが発行され

ている。現在，筆者が編集を行っている「日本産海藻類エキシカータ」

は， 2002年の第 1集を褐藻で緩めて以来，隔年で発行しているも

ので，第 2集 (2004 年)をアオサ藻，第 3 集 (2006 年)を紅~

と，各集25種のペースで進め， 2008年 3月の第4集(褐藻)で

100種に達した(図2)。諸般の事情により発行ー年によって変動があ

るものの，国内外の 35"'-'40機関(後述)に交換標本として送付

している。各巻50セッ トを用意しており，まだ、在庫が残っているので，

藻類標本室を擁する機関であれば交換に応じることができる。今後

も隔年で発行を続けることを計画しており(第5集は 2010年を予

定)，もつか標本の提供者 ・採集協力者を求めている。

制Hエキシカータ」はラテン語“exsiccata"をカタカナ表記したもので
ある。「国際植物命名札約(ウィーン規約)2006日本語版J(大橋 ・

永議 2007)の付則VII(用語解説)には「古川Iccata乾燥標本集
[未定義l:名詞として用いられるラテン語の形容詞で主格複数形は

exsiccatae ;多くの場合，番号と印刷されたラベルを付けられて，販

売，寄贈，あるいは交換によって配布される一揃いの乾燥標本を指

す(第30.4条，第30条付記 J;参JI.日)oJと解説されている。少し補

足すると，もともとはハーバリウムで植物の乾仏沈県本(集)を“plantae
exsiccatae" (乾燥した植物)と呼んだことに由来しており，そこから

形容詞の“巴xsiccatae"だけで「縞物の乾燥標本(集)Jを意味す

るようになったものである。 語尾が にお' なのはf~自制する “plantae"

が女性名詞(主格複数)であるからで，菌類や地衣類(男tlJの場
合は“fungiexsiccati"“Echen巴呂町siccati"となる。

「日本産海藻類エキシカータJ標本リスト

各集，種名(当H寺)のアルフアベッ ト}I頂(和名表記は，イワヅタ

類を除き，吉田ら (2005)に従った)。

第 1集(褐説): 1.ツルモ， 2.エゾフクロ， 3.ムチモ， 4.エゾヤハズ，5.

へラヤハズ，6.シワヤハズ， 7.アミジグサ， 8.イトアミジ， 9.ナミマクラ，

10.イシゲ，ll イロロ， 12.ネノてリモ， 13.イワヒゲ， 14.サナダグ

サ， 15.ウミウチワ， 16.オキナウチワ， 17.ハパノリ， 18.コブクロモク，

19.ヒジキ，20.アズマネジモク， 21.エゾノネジモク，22.カヤモノリ，

23.ナガグンセンクロガシラ， 24.ケヤリ， 25.シマオオギ

第2集(アオサ藻): 26.カサノリ， 27.オオハネモ， 28.へライワヅタ，

29.ビャクシンヅタ， 30.ヒラエヅタ， 31.タカノハヅタ， 32.コケイワツeタ，

33.フトジュズ、モ，，34 フサシオグサ， 35.チャシオグサ， 36.キツネノ

オ，37.ミル， 38.ヒラミル， 39.タマミノレ， 40.クロミjレ， 41.ウスパ

アオノリ， 42スジアオノリ， 43.イソスギナ， 44.ミツデサボテングサ，

45.フデノ亦， 46.ハゴ ロモ， 47.ナガアオサ， 48.ヤブレグサ， 49.

アナアオサ， 50.タマパロニア

第3集(紅藻): 51.ノ、リガネ， 52.キクヒオドシ， 53.カギケノリ，

54.エ夕、、ネコケモドキ， 55.ササパアヤギヌ， 56.スギノリ， 57.コトジ

ツノマタ， 58.カレキグサ， 59.イボツノマタ， 60.コノハノリ， 61.オ

オノfオキツノてラ， 62.ヒメテングサ， 63.フクロフノリ， 64.ムカデノリ，

65.ニクムカデ，66.ベニモズク， 67.コプソゾ，68.アヤニシキ，

69.イカノアシ， 70.ウミゾウメン， 71.カタワペニヒノ'¥， 72.フジマツモ，

73.ユカリ， 74.ベンテンアマノリ， 75.ホソパナミノハナ

第4集(褐韻): 76.アナメ， 77.チガイソ， 78.タバコグサ， 79.

ハリアミジグサ， 80.ツルアラメ， 81.アントクメ， 82.ヒノTマタ，83.

タワラガタシオミドロ， 84ヤノてネモク， 85.ピラエラ， 86.ミツイシコンブ，.

87.トロロコンブ、，88.エナガコンブ、， 89.ナガコンブ，卯.スナビキモク，

91.フシスジモク， 92.イソモク，93.ノコギリモク， 94.トゲモク， 95.

ウミトラノオ， 96.エンドウモク， 97.ヒロハコモングサ， 98.グンセンク

ロガシラ， 99ワカメ， 100.エツキシマオオギ

図 l 日本産海藻類エキシカータ第 l集
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AJgae Marinae Japo凶caeExsiccatae， Fasc. 1 (nos. 1-25) I IAJgae Marinae Japonicae Exsiccatae， Fasc. II (nos. 26-50) 
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IAlgae Marinae )aponica巴 Exsicc向島 Fa5c.凹 (n05.51-75)1 IAJgae Marinae Japonicae Exsiccatae， Fasc. IV (nos. 76-100) 
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1~12 r日本産海部類エキシカータ」の目次 1ι|二・第 l集 (2002)，右上 .第2集 (2004)，左下 ・第3集 (2006)，右下:第 4集 (2008)。



送付先機関

これまでに下記のノ、ーノfリウムへ送付してし喝(ハーノfリウム111待号の

アルファベット順。途中で休止したところも含む): 

[AD] Plant 8iodiv巴rsityCentre (Australia)， [ATHU] National and 
Kapodistrian University of Ath巴ns(Greece)， [B] 80tanischer Garten 

lInd Botanisch巴sMusellm Berl.in-DahJem， Zentraleil1l・ichtllngcler Freien 
Universitat 8erlin (Germany)， [BA] Museo Arg巴ntinode Ciencias 

Natllral巴sBernardino Rivadavia (ArgentIna)， [Bl8H] 8ishop MlISelllll 

(U.SA)， [BM] The Natural History MlISelllll (U.Kよ[BO]Herbarillm 
Bogoriense(lndonesia)，[BOL] University of ca問 Town(SollthAfrica)，[C] 

University of Copenhagen (Denm紅 k)，[CANA] Canaclian Muselllll of 
Nature (Canada)， [CBM]千葉県立中央博物館 (Japan)，[CDRJ] Central 

Drllg R巴searchlnstitllte (lnclia)， [CMMEX] Universidad AlItollla de 

8aja California (Mexico)， [CONC] Universidad cle Concepci (Chile)， 

[FI] Museo di Storia Naturale dell'Universit (Italy)， [GALW] National 
Uni河内ityof lreland， GaJway (lreland)， [KAG]胞児山大学総合研究開

物館 (Japan)，[KB] National Biological Resollrces 0巴nt巴r(Korea)， [KLU] 
University of Malaya (Malaysia)， [L] Nationaal Herbarilll1l Neclerlancl， 

Leiclen University branch (Th巴Neth巴rlands)，[LD] Botanical MUselll1l 
(Sweden)， [LE] V. L. Komarov Botanical Institllte (RlIssia)， [MICH] 

University of Michigan (U.S.A.)， [N8PM] Nova Scotia ル11IS巴1I1llof 
Natur百1History (Canada)， [PC] Muselll1l NationaJ d'Histoire Natllrell巴

(Franc巴)，[PMN問 PakistanMus巴umof Natural History (Pakistan)， 

[PNH] National MlIseUI1l (The Philippines)， [QD] ocωn University of 

Qingdao (P，巴ople'sRepllblic of China)， [8AP]北海道大学大学院理学研

究科 (Japan)，[8剛]Shanghai Museum of Natllral History (P，巴opl巴's

ReplIblic of China)， [8NU] S巴oulNational University (Korea)， [8PF] 

Universidade cle Sao Palllo (Brazil)， [TAIM] Taiwan MlIselll1l (Taiwan)， 

[TNS]国立科学問物館(日本)， [UBC] University of 8ritish Collll1lbia 
(Canada)， [UC] University of California (U.S.A.)， [U8] Sl1lithsonian 

lnstitution (U.S.Aよ[U8M]Univ巴rsidadNacional Mayor d巴SanMarcos 
(p巴ru)，[WELT] MlIsellm of New Zealand (N巴wZealand)， H寸福j引井|十-県P
大学生物資協源{学f尚部1部I(仰(Ja叩p仰anω)，[トM一-]争利神|ド1戸大学内海域機能教育m研f先セン夕一(伽Jap伊a加nω).

(各ノ、一パリウムの詳綱制11については， Th巴NewYork 80tanical Garden 

標本のために海藻を展示する
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の HP内“IndexHerbariorllm" (http://sciweb.nybg.org/science2/ 
lndex.Herb泊 iorum.asp)を参照されたし、)

本エキシカータに使用した部体の採集には数多くの方々の協力

が不可欠であったが， とりわけili命島 毅氏(株式会社日本海洋生

物研究所)の尽力が大きい。また，一昔11の海藻極を相11谷充{It，小

包一弘，鈴木邪大，増田道夫，吉田忠生 (敬称111各，五十音順)の

五博士に同定していただいた。深く感謝の?与を表する。短時間に

大量の標本を作製するのは独力では不可能なことで，これも多くの

方々に協力していただいている。とくに，小木曽l決里，小林茂子，

小林麻美，小山l晶子(敬称lIf各)に，この場を借りて御礼申し上げる。
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(匡|立科学博物館)

[国立科学博物館植物研究部大型藻類標本室]

所在地:〒305心005茨城県つくば市天久保 4-1-10 Tel: 029-853-8975。

Fax: 029-853-84010 E-l1lail: kitayama@kahal札I.go.jpoHP: http://www. 

kahakll.go.jp/r・巴search/depaltm巴nt/botany/collection/macro_algae.html。

交通: ①つくばエクスプレス秋葉原，iW~→つくは'JIICnll→@， ②JR'i常磐線上

野駅→ひたち野うしく駅/荒Jlli'I'駅/土ifll駅下車→JRパスつくばセンター行

き/1刻束鉄道パス筑波大学中央行き→つくばセンター下車→④1，@i高速ノtス

東京駅八重洲筒仁l→つくばセンター下車→④， ④関東鉄道パス・テクノノ{-

ク桜循環つくばセンター→筑波技術大学前下車→徒歩2分。一般には非公開。

研究を目的とした利用者のみ入室が可有弘宿泊施設有り。

いつもは海藻のために楳本を展示 しますが，9月13日から

11月9日まで国立科学陣物館(J二野公園)で開催された企画

展「標本の世界J (左の写真)では，植物の押し葉牒本の姿を

を紹介するために海磁を展示しました (中央の写真)。海底で

海藻を採集する徹子を撮影した映像の展示や，どのようにして海部を乾燥させて

押し葉標本をつくるか (布の写真)を解説する実物の展示も行いま した。 (編)

企画展チラシ 「楳本」としての海藻展示 海部押し葉作製方法の展示




